
【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号：C-4-5  

事 業 名：亘理町いちご選果場整備事業 

事 業 費：総額 743,319千円 国費 557,060千円 

（内訳: 委託料 26,329千円、工事請負費 716,990千円） 

事業期間:平成 24年度～平成 25年度 

事業目的:亘理町・山元町の特産品であるいちごの両町合同の集出荷施設の整備を行い、産地の

復興と維持拡大を図るため、いちご選果場の整備を行う。 

事業地区: 吉田地区 

事業結果 

総計画用地面積 18,017㎡（うち建屋面積 3,579㎡） 

＜平成 24年度～平成 25年度＞ 

設計・測量・監理業務、造成工事、ハウス関連工事、外構等工事 

※平成 25年 11月より供用開始 

事業の実績に関する評価 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価  

〇当該事業で整備したいちご選果場は、亘理町・山元町で別々にあった集出荷施設が被害

を受けたため、両町合同のいちごの集出荷施設として「亘理山元いちご選果場」を整備し、 

ダンボ－ル出荷・コンテナ出荷の荷受検査、集荷選果を行い市場などに安定供給が図られ

ている。 

  ⇒ 上記を踏まえ、本事業は事業目的に即した効果を発揮していると判断する。  

  

② コストに関する調査・分析・評価 

〇工事費積算については、土木工事標準積算基準などの適切な算定根拠に基づき行われて 

いる。 

   

 ⇒ 上記を踏まえ、本事業に要したコストは妥当と判断する。  

  

③ 事業手法に関する調査・分析・評価   

   想定事業期間 実際の事業期間 

調査・設計・

測量・工事 
平成24年9月～平成26年3月 平成24年9月～平成25年10月 

  〇当該事業の整備が行われたことにより、ダンボ－ル出荷・コンテナ出荷の荷受検査、集荷

選果を行い市場などに安定供給などが図られるなど、事業手法は適切なものと考える。 

 

⇒ 想定した事業期間内で整備を終えており、事業手法として妥当であったと判断する。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

事業担当部局 

 宮城県農政部農業振興課経営構造対策班 電話番号：022-211-2835 

亘理町農林水産課農政班 電話番号：0223-34-0503 

 

 


